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◆
禁
煙
失
敗
は

ニ
コ
チ
ン
の
せ
い

平
成
15
年
５
月
１
日
に
「
健
康
増

進
法
」
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
公
共

施
設
や
交
通
機
関
な
ど
、
人
が
集
ま

る
場
所
で
の
禁
煙
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
背

景
か
ら
、禁
煙
に
関
心
を
持
っ
た
り
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
し
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
禁
煙

に
失
敗
す
る
の
は
、
そ
の
人
の
意
志

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
ニ
コ
チ
ン
に
強
い

「
依
存
性
」
が
あ
り
、
禁
煙
を
じ
ゃ

ま
し
て
い
る
こ
と
は
、
科
学
的
に
も

明
ら
か
で
す
。
禁
煙
に
は
、
コ
ツ
が

あ
り
ま
す
。
禁
煙
成
功
へ
の
ポ
イ
ン

ト
を
知
っ
て
、
ぜ
ひ
、
禁
煙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ず
は
禁
煙
の
準
備
か
ら

禁
煙
は
、
思
い
立
っ
て
か
ら
、
す

ぐ
に
始
め
な
い
ほ
う
が
う
ま
く
い
き

ま
す
。
ま
ず
、
た
ば
こ
や
灰
皿
を
片

付
け
る
な
ど
、
身
の
回
り
の
準
備
の

た
め
に
最
低
１
〜
２
週
間
の
期
間
を

設
け
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
開
始
日
は
、

飲
酒
の
機
会
や
ス
ト
レ
ス
が
多
く
な

る
時
期
を
避
け
て
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

◆
た
ば
こ
切
れ
の
症
状
を

乗
り
切
る
コ
ツ

禁
煙
し
て
み
る
と
、
た
ば
こ
が
吸

い
た
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
の
症

状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
体
か

ら
ニ
コ
チ
ン
が
抜
け
て
い
く
と
き
に

み
ら
れ
る
離
脱
症
状
で
す
。
こ
の
症

状
は
、
禁
煙
開
始
か
ら
３
日
以
内
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
普
通
１
週
間
、
長

く
て
も
２
〜
３
週
間
で
消
失
し
ま

す
。
こ
の
時
期
を
ど
う
過
ご
す
か
が

と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
離
脱
症

状
が
出
て
き
た
ら
、
歯
み
が
き
や
深

呼
吸
を
す
る
、
水
を
飲
む
、
軽
い
運

動
を
す
る
、
糖
分
の
少
な
い
ガ
ム
を

か
む
な
ど
し
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
周

囲
に
近
づ
か
な
い
こ
と
や
、
飲
酒
・

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な
ど
の
た
ば
こ
が

吸
い
た
く
な
る
機
会
を
減
ら
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
薬
局
で
販
売
さ
れ
て

い
る
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
、
医
療
機
関

で
処
方
さ
れ
る
ニ
コ
パ
ッ
チ
な
ど
、

禁
煙
を
補
助
す
る
た
め
の
医
薬
品
を

積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
も
一
つ
で

す
。
こ
の
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤
師

の
指
導
の
も
と
で
正
し
く
使
い
ま
し

ょ
う
。

も
し
禁
煙
中
に
た
ば
こ
を
吸
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
そ
の

経
験
を
次
の
禁
煙
に
生
か
し
ま
し
ょ

う
。禁
煙
に
成
功
し
た
人
の
多
く
は
、

成
功
ま
で
に
平
均
３
〜
４
回
の
禁
煙

の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
毎
日
に
慣
れ
る
た

め
の
練
習
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の

だ
」
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

ら
く
ら
く
禁
煙
相
談

彦
根
市
で
は
禁
煙
希
望
者
に

対
し
て
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素

濃
度
や
尿
中
の
ニ
コ
チ
ン
検

査
、
禁
煙
に
む
け
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

健
康
管
理
課
☎
◯　24　
０
８
１
６

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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第７回　ブラジルの中の日本語

◆梅雨の季節ですね
皆さん、ご機嫌いかがですか。雨の日が続いて外出が
できないときには、どのようにお過ごしでしょうか。私
は、図書館で借りてきた本を子どもたちと読むのが大好
きです。日本の絵本や紙芝居は、子どもたちを引きつけ
る楽しい絵が多くて、夢がありますね。

◆日系人社会と言葉
さて、今回はまず、ブラジルの日系人社会とそこで使
われている言葉についてお話します。
現在ブラジルでは、移民者である１世のほか、現地で
生まれた子どもや孫、ひ孫の世代までの４世代が共に暮
らしています。世代を重ねるごとに、だんだん日本語か
ら離れていくのは仕方のないことですが、日系人社会の
中では、一般に「コロニア語」（正式に学問的に定義され
たものではありません。）と名づけられた新しい言語コミ
ュニケーションが生まれ、世代間の掛け橋として活躍し
ています。
「○○さんの家はPONTE

ポ ン チ

（=橋）を渡って２軒目です
よ！」とか、「うちの息子は、昨日NOVO

ノ ー ヴ ォ

（=新しい）の
車を買いました。」「このDOCE

ド ッ セ

（=甘いお菓子）はおい
しいですよ。」といった具合です。いずれも、日本語を話
す１世が２世たちに話すときによく使います。自分で身
につけたポルトガル語を駆使して、新世代の人たちとコ
ミュニケーションを持とうという気持ちがよく表れてい
ます。

私自身もコロニア（移住地）育ちで、１世の人たちと
20年間共に生活してきたので、こうした言葉をよく耳に
したものです。

◆日本に住むブラジル人では
こうした現象は、不思議なことに日本でもみられます。

在日ブラジル人が仲間同士で話しているとき、よく日本
語の単語が混ざっています。「QUERO

ケ ー ロ

FAZER
フ ァ ゼ ー ル

UM
ウ ン

保険
NOVO
ノ ー ヴ ォ

（新しい保険証を作りたい）」とか、「AGORA
ア ゴ ー ラ

ESTOU
エ ス ト ウ

NO
ノ

市役所（今、市役所にいます）」あるいは、
「VOU

ヴ ォ ウ

DE
デ

電車（電車で行きます）」といった具合です。
このような会話を交わしながら、徐々に日本語が話せ
るようになっていただきたいと思っています。
日本に生活するブラジル人は、日本人との交流を望ん
でいますが、言葉の壁が厚すぎてなかなか思うようには
いきません。心の中では少し寂しいと感じているに違い
ありません。

◆ブラジルでの日本語の普及
1980年代には、ブラジル全体で日本語ブームが始まり、
地方には日本語普及センターが整備されました。日系人
社会にとっては貴重な出来事で、新世代の人々への日本
語教育に非常に大きな影響を与えました。また、ブラジ
ル人の生徒も徐々に増え、いろいろなタイプの教室が設
けられました。中には幼稚園のクラスもでき、日系人だ
けではなく、非日系人の子どもたちもいっしょに日本語
の勉強をしています。
日本政府の援助もあって、今でもブラジルでは日本語
の普及が続いています。公立大学には日本語学科があり、
大勢の学生が在籍しています。その中には日本に留学し
たり、研修に訪れたりする人たちもたくさんいます。彼
らは、ブラジルに帰国後、学習した成果を両国のために
役立てたいと願い、お互いの国の掛け橋になれる仕事に
つくことに誇りを感じているのです。
日本とブラジル。この両国は、私の心の中だけではな
く、お互いに太い絆で結ばれているように思います。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）


